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み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
本
日
は
、
中
央
教
研
開
催
五
〇
回
を
記
念
し
て
、「
ブ
ッ
ダ
と
私
た
ち
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

〔
仏
教
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
〕

　
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
五
〇
年
ほ
ど
前
に
、
感
銘
を
受
け
た
本
の
一
つ
に
、
中
村
元
氏
（
一
九
一
二
│
一
九
九
九
）
の
『
東
洋
人
の
思

惟
方
法
』（『
中
村
元
選
集
』
第
一
〜
四
巻

　
一
九
六
一
│
一
九
六
二
）
が
あ
り
ま
す
。
仏
教
が
展
開
し
た
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
・
チ
ベ

ッ
ト
で
、
各
々
の
異
な
っ
た
思
惟
方
法
に
よ
っ
て
、
仏
教
が
異
な
る
姿
を
示
し
た
こ
と
に
、
私
は
深
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
今
日
、
独

自
の
姿
を
も
つ
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
こ
と
ば
で
知
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
仏
教
が
日
本
に
上
陸
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
は
、
二
〇
一
〇

年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ヂ
を
渡
っ
て
曹
洞
宗
禅
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
、
グ
リ
ー
ン
・
ガ
ル
チ
・
フ
ァ
ー
ム

を
訪
れ
、
そ
の
の
ち
、
サ
ン
ノ
ゼ
の
妙
覚
寺
別
院
に
参
り
、
松
田
龍
紹
師
に
案
内
さ
れ
、
本
堂
に
入
り
ま
し
た
。
ご
本
尊
は
江
戸
初
期
の

作
と
い
わ
れ
る
一
塔
両
尊
で
す
。
日
本
を
遠
く
離
れ
た
ア
メ
リ
カ
で
四
〇
〇
年
前
の
ご
本
尊
を
仰
ぎ
、
宗
祖
が
三
秘
を
明
さ
れ
た
『
報
恩

抄
』
の
一
節
を
唱
え
ま
し
た
。

第
五
十
回
中
央
教
化
研
究
会
議
　
基
調
報
告

ブ
ッ
ダ
と
私
た
ち

　
　
　
│
戦
後
の
仏
教
、
法
華
経
の
め
ざ
す
も
の
│

三
　
原
　
正
　
資
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一
閻
浮
提
一
同
に
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
。（
定
遺
一
二
四
八
頁
）

　
こ
の
よ
う
な
仏
教
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
、
ブ
ッ
ダ
観
を
論
じ
、
現
在
、
私
た
ち
が
置
か
れ
た
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
、

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

〔
人
間
釈
尊
・
人
間
日
蓮
〕

　
私
が
も
っ
と
も
感
銘
を
受
け
た
ブ
ッ
ダ
に
関
わ
る
本
の
一
冊
は
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
ド
イ
ツ
の
小
説
家
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ

セ
（
一
八
七
七
│
一
九
六
二
）
が
第
一
次
大
戦
後
に
出
版
し
た
『
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
』
で
す
。
一
九
六
五
年
頃
、
手
塚
富
雄
訳
（
当
時
は
角

川
文
庫
、
現
在
、
岩
波
文
庫
所
収
）
で
読
み
ま
し
た
。

　
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
は
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
幼
名
で
す
。
ブ
ッ
ダ
の
幼
名
を
名
前
と
し
た
人
物
を
主
人
公
に
し
て
、
ヘ
ッ
セ
は
、
彼
の
ブ

ッ
ダ
観
を
語
り
ま
し
た
。
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
と
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
出
会
い
の
シ
ー
ン
を
次
の
よ
う
に
叙
述
し
て
い
ま
す
。

　
彼
は
注
意
深
く
、
ゴ
ー
タ
マ
の
頭
を
、
そ
の
肩
を
、
足
を
、
静
か
に
垂
れ
て
い
る
手
を
見
つ
め
た
。
そ
の
手
の
指
の
一
つ
一
つ
の
関

節
が
教
え
で
あ
り
、
真
理
を
語
り
、
呼
吸
し
、
に
お
わ
せ
、
輝
や
か
せ
て
い
る
、
と
思
わ
れ
た
。
こ
の
人
、
こ
の
仏
陀
は
小
指
の
動
き

に
至
る
ま
で
真
実
だ
っ
た
。
こ
の
人
は
神
聖
だ
っ
た
。
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
は
、
こ
の
人
ほ
ど
ひ
と
り
の
人
を
あ
が
め
た
こ
と
、
愛
し
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。（『
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
』
新
潮
文
庫

　
一
九
七
一
）

　
私
は
書
斎
に
置
い
て
あ
る
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
の
「
仏
手
」
を
見
る
と
、『
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
』
の
こ
の
一
節
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
若
い
と

き
の
感
動
は
、
私
の
ブ
ッ
ダ
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
師
（
一
九
二
六
│
）
に
よ
る
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『
ブ
ッ
ダ
　O

ld Path W
hite Clouds

』（
春
秋
社
　
二
〇
〇
八
）
を
読
む
と
、『
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
』
と
共
通
す
る
も
の
を
感
じ
、
現
代
の

人
々
の
た
め
の
ブ
ッ
ダ
の
物
語
と
思
い
ま
し
た
。

　
中
村
元
氏
や
増
谷
文
雄
氏
の
ブ
ッ
ダ
の
伝
記
に
も
感
銘
を
受
け
共
感
し
ま
し
た
。

　
た
と
え
ば
、
中
村
元
氏
の
『
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
』
で
は
、
初
転
法
輪
の
様
子
を
描
い
た
次
の
よ
う
な
箇
所
で
す
。

　
世
尊
は
こ
の
よ
う
に
説
か
れ
た
。
五
人
の
修
行
僧
の
集
い
は
こ
こ
ろ
喜
び
、
世
尊
の
所
説
を
喜
ん
で
受
け
た
。
そ
し
て
こ
の
〈
決
ま

り
の
こ
と
ば
〉
が
述
べ
ら
れ
た
と
き
に
、
集
う
た
五
人
の
修
行
僧
は
執
着
な
く
、
も
ろ
も
ろ
の
煩
悩
か
ら
心
が
解
脱
し
た
。

　
そ
こ
で
そ
の
時
、
世
に
六
人
の
〈
尊
敬
さ
る
べ
き
人
〉
が
い
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
中
村
氏
は
次
の
コ
メ
ン
ト
を
付
け
加
え
ま
す
。

　
　
最
後
の
一
文
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
（『
四
衆
経
』）
や
相
当
チ
ベ
ッ
ト
文
で
は
、

　『
そ
の
と
き
実
に
世
に
五
人
の
尊
敬
さ
る
べ
き
人
（
阿
羅
漢
）
あ
り
、
世
尊
を
第
六
と
す
る
。』

と
な
っ
て
い
る
。
仏
教
の
最
初
期
に
お
い
て
は
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
も
「
尊
敬
さ
る
べ
き
人
」
の
一
人
で
あ
り
、
他
の
修
行
者
た
ち

と
こ
の
点
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。（
パ
ー
リ
文
は
古
形
を
伝
え
て
い
る
。）
と
こ
ろ
が
後
世
に
な
る
と
、
釈
尊
を
他
の
者
ど

も
と
同
列
に
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
、
つ
い
に
こ
の
よ
う
に
区
別
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
村
元
選
集
第
一
一
巻

春
秋
社

　
一
九
六
九
）

　
増
谷
文
雄
氏
は
『
仏
陀
』
の
巻
頭
で
、〈
人
間
像
と
し
て
の
釈
尊
〉
の
小
見
出
し
の
も
と
、
述
べ
ま
す
。
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こ
の
人
を
見
よ
と
わ
た
し
は
い
う
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
こ
こ
に
わ
た
し
ど
も
が
考
え
う
る
か
ぎ
り
の
、
最
高
の
人
間
像
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

　
つ
い
で
、〈
こ
れ
ま
で
の
仏
伝
〉
の
小
見
出
し
の
も
と
で
、
述
べ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
わ
た
し
ど
も
は
、
い
か
に
し
て
こ
の
人
に
対
面
し
、
こ
の
人
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
、
残
念
な

が
ら
、
け
っ
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
こ
の
人
に
い
た
る
道
は
、
は
な
は
だ
し
く
歪 ゆ

が

め
ら
れ
、
こ
の

人
の
真
の
姿
は
、
い
ち
じ
る
し
く
わ
た
し
ど
も
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。（『
仏
陀
』
角
川
選
書

　
一
九
六
九
）

　
天
皇
が
人
間
宣
言
を
し
た
、
い
わ
ば
神
が
人
に
な
っ
た
戦
後
の
こ
の
時
期
、
ブ
ッ
ダ
は
人
間
釈
尊
と
し
て
描
か
れ
、
人
々
に
受
け
容
れ

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
事
情
は
宗
祖
の
伝
記
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。
高
木
豊
先
生
（
一
九
二
八
│
一
九
九
九
）
の
『
日
蓮

　
そ
の
行
動
と
思
想
』（
評
論
社

　

一
九
七
〇
）
は
、
日
蓮
と
い
う
歴
史
上
の
人
物
像
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
立
正
大
学
の
授
業
で
先
生
の
謦
咳
に
接
し
大
き
な
影
響
を
受

け
ま
し
た
。
他
に
印
象
的
な
伝
記
は
、
一
度
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
、『
日
蓮
の
思
想
と
鎌
倉
仏
教
』（
冨
山
房

　
一
九
六
五
）
の

著
者
で
金
沢
大
学
教
授
で
あ
っ
た
戸
頃
重
基
氏
（
一
九
一
一
│
一
九
七
七
）
の
『
日
蓮
と
い
う
人
│
そ
の
虚
像
と
実
像
』（
至
誠
堂
新

書
　
一
九
六
六
）
で
、〈
は
し
が
き
〉
で
述
べ
て
い
ま
す
。

　
博
多
の
海
を
に
ら
む
銅
像
で
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
国
粋
主
義
的
な
英
雄
日
蓮
、
立
正
大
師
号
を
も
ら
っ
て
、
セ
ン
ダ
ラ
（
漁

夫
）
の
子
か
ら
立
身
出
世
し
た
官
製
日
蓮
、
綿
帽
子
を
頭
に
の
せ
、
紫
衣
金
ら
ん
の
袈
裟
も
お
ご
そ
か
に
、
お
厨ず

子し

の
奥
に
鎮
座
ま
し
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ま
す
宗
祖
日
蓮
、
お
ま
じ
な
い
や
厄
除
け
で
あ
り
が
た
が
ら
れ
る
巷
間
の
カ
リ
ス
マ
的
日
蓮
、
そ
う
い
う
日
蓮
を
書
く
た
め
な
ら
ば
、

な
に
も
わ
た
し
の
筆
を
労
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し
が
こ
こ
で
書
こ
う
と
し
て
い
る
日
蓮
は
、
身
延
の
山
で
冷
え
こ
ん

で
腹
く
だ
し
を
し
た
り
、
予
言
が
は
ず
れ
て
、
し
ょ
げ
こ
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
生
国
安 あ

房 わ

の
お
国
自
慢
を
し
た
り
、
天
下
の
高
僧
た
ち

を
由
比
ガ
浜
で
斬
っ
て
し
ま
え
、
と
怒
り
を
ぶ
ち
ま
け
た
り
す
る
人
間
日
蓮
で
あ
る
。

　
戸
頃
氏
は
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
頃
、
当
時
の
身
延
山
布
教
部
長
岩
間
湛
良
師
（
一
九
〇
八
│
二
〇
〇
一
）
に
声
を
か
け
ら
れ
た

と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
が
、
身
延
山
短
大
で
講
演
し
、
そ
の
祖
書
第
一
主
義
と
室
住
一
妙
先
生
（
一
九
〇
四
│
一
九
八
三
）
の
祖
廟
第
一

主
義
と
の
論
戦
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

〔
釈
迦
脱
仏
・
日
蓮
本
仏
論
〕

　
さ
て
、
戦
後
の
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
私
た
ち
は
日
蓮
正
宗
創
価
学
会
（
当
時
）
と
向
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
創
価
学
会
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）、
初
代
・
牧
口
常
三
郎
（
一
八
七
一
│
一
九
四
四
）
が
創
価
教
育
学
会
を
設
立
。
一
九
四
六
年
、
二
代
・

戸
田
城
聖
（
一
九
〇
〇
│
一
九
五
八
）
は
創
価
学
会
と
改
称
し
、
一
九
五
一
年
、
二
代
会
長
に
就
任
、「
折
伏
大
行
進
」
と
呼
ば
れ
る
布

教
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
政
治
活
動
に
進
出
し
た
の
は
一
九
五
五
年
、
東
京
都
議
会
、
地
方
議
会
で
当
選
を
は
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ご
ろ
は
「
神
々
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
新
宗
教
の
活
動
は
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　
一
九
六
〇
年
、
池
田
大
作
（
一
九
二
八
│
）
が
三
代
会
長
に
就
任
す
る
。
一
九
六
一
年
に
公
明
政
治
連
盟
を
結
成
、
六
四
年
に
は
公
明

党
を
結
党
し
、
六
七
年
に
は
衆
議
院
に
も
進
出
し
ま
し
た
。
政
界
へ
進
出
し
た
目
的
は
国
立
戒
壇
を
建
立
す
る
た
め
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

一
九
七
〇
年
、
言
論
出
版
弾
圧
事
件
が
起
こ
り
、
そ
の
後
創
価
学
会
は
国
立
戒
壇
を
否
定
し
、
政
教
分
離
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
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こ
の
路
線
転
換
を
批
判
し
た
の
が
、
一
九
四
二
年
に
結
成
さ
れ
た
創
価
学
会
と
同
様
の
日
蓮
正
宗
の
信
徒
団
体
、
妙
信
講
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
一
九
七
四
年
、
日
蓮
正
宗
は
創
価
学
会
の
主
張
を
認
め
、
妙
信
講
を
破
門
し
た
。
一
九
八
二
年
、
妙
信
講
は
日
蓮
正
宗
顕
正
会

と
改
称
、
さ
ら
に
九
六
年
、
冨
士
大
石
寺
顕
正
会
と
名
称
を
変
更
、
翌
年
、『
日
蓮
大
聖
人
に
帰
依
し
な
け
れ
ば
日
本
は
必
ず
亡
ぶ
』
を

発
刊
し
ま
し
た
。

　
一
九
六
〇
年
代
に
人
間
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
、
人
間
日
蓮
が
語
ら
れ
て
い
た
と
き
、
一
方
で
創
価
学
会
は
い
わ
ゆ
る
釈
迦
脱
仏
・
日
蓮

本
仏
論
を
主
張
し
た
の
で
す
。

　『
折
伏
教
典
』（
創
価
学
会

　
昭
和
二
六
年
初
版

　
昭
和
三
三
年
再
版
）〈
第
五
章

　
末
法
の
民
衆
と
日
蓮
大
聖
人
と
の
関
係
、
第
一
節

　

釈
迦
と
我
々
が
関
係
な
き
理
由
〉
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
仏
教
上
、
仏
と
称
せ
ら
れ
る
方
は
数
限
り
な
く
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
数
限
り
な
い
仏
は
、
時
と
処
と
衆
生
に
応
じ
て
、
一
人
一
人
御

出
現
に
な
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。（
略
）「
御
出
現
」
に
当
つ
て
そ
の
時
の
衆
生
を
利
益
す
る
の
に
力
の
あ
る
「
法
」
を
も
つ
て
お
い

で
に
な
る
。（
略
）
今
日
末
法
の
法
は
釈
迦
仏
の
時
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
釈
迦
の
法
は
も
う
死
ん
だ
法
で
何
の
利
益
も
な
い
の
で
あ

る
。

（
略
）

　
さ
れ
ば
釈
迦
の
仏
法
は
法
華
経
二
十
八
品
で
あ
り
、
日
蓮
大
聖
人
の
仏
法
は
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
七
文
字
の
法
華
経
で
あ
ら
せ

ら
れ
る
。
こ
の
七
文
字
の
法
華
経
の
行
者
は
末
法
の
教
主
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
日
蓮
大
聖
人
が
末
法
の
御
本
仏
で
あ

ら
せ
ら
る
る
…
…

　
そ
し
て
、
そ
の
「
御
証
文
」
と
し
て
、
開
目
抄
の
「
三
大
誓
願
」
と
観
心
本
尊
抄
の
「
種
脱
相
対
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
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　『
折
伏
教
典
』
に
は
「
大
通
智
勝
仏
は
（
略
）
三
千
年
前
の
印
度
で
は
紙
屑
み
た
い
な
ボ
ロ
仏
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
、
い
わ
ゆ
る
釈
迦
脱
仏
と
い
う
こ
と
ば
の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
蓮
聖
人
と
そ
の
教
え
の
イ
メ
ー
ジ
を
著
し
く
損
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
一
九
六
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
創
価
学
会
の
教
学
的
批
判
』（
中
濃
教
篤
編
　
東
成
出
版
社
）
の
中
で
高
木
幹
太
氏
（
東
洋
英
和
女
子

学
院
短
大
講
師
・
当
時
）
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
ま
す
。

　
創
価
学
会
が
、
日
蓮
を
末
法
の
時
に
あ
ら
わ
れ
た
本
仏
と
し
て
信
ず
る
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
周
知
の
ご
と
く
法
華
経
に

は
久
遠
実
成
の
仏
が
存
在
し
て
、
そ
れ
を
信
ず
る
も
の
は
救
わ
れ
功
徳
を
得
る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
日
蓮
正
宗
・
創
価
学

会
で
は
日
蓮
は
普
通
の
人
間
で
は
な
く
そ
の
永
遠
不
滅
、
久
遠
実
成
の
仏
で
あ
る
の
だ
と
主
張
す
る
（
略
）。
こ
れ
は
永
遠
の
ロ
ゴ
ス

が
肉
体
と
な
っ
た
そ
れ
が
イ
エ
ス
で
あ
る
（
ヨ
ハ
ネ
伝
・
一
・
十
四
）
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
主
張
と
よ
く
似
て
い
る
と
云
え
よ
う
。

だ
が
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
イ
エ
ス
を
そ
の
よ
う
に
信
ず
る
場
合
に
は
、
人
間
の
宗
教
的
・
実
存
的
な
領
域
で
の
あ
る
普
遍
的
な
意
味

が
そ
こ
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
創
価
学
会
の
教
義
に
は
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。（
略
）
法
華
経
に
つ
い
て
は
現

代
の
学
者
に
よ
っ
て
釈
迦
が
説
い
た
も
の
で
は
な
く
、
彼
の
滅
後
数
百
年
を
経
て
紀
元
一
世
紀
ご
ろ
か
ら
数
代
に
わ
た
っ
て
作
ら
れ
た

も
の
だ
と
云
わ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
と
は
関
係
な
く
、
久
遠
実
成
の
仏
の
存
在
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
宗
教
的
・
実
存
的
な

意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
日
蓮
が
自
己
を
そ
の
仏
で
あ
る
と
云
っ
た
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
御
遺
文
」
だ
け
を
論
拠
に
し
て

「
日
蓮
本
仏
論
」
を
と
な
え
る
こ
と
に
は
宗
教
的
・
実
存
的
な
領
域
で
人
を
納
得
さ
せ
る
に
足
る
普
遍
性
は
無
い
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
、
ひ
ど
く
云
え
ば
誇
大
妄
想
狂
の
患
者
が
そ
う
主
張
し
た
場
合
に
も
そ
の
よ
う
に
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
五
〇
年
ほ
ど
前
に
こ
の
指
摘
を
読
み
、
私
は
あ
た
か
も
日
蓮
聖
人
の
教
義
は
「
普
遍
的
な
意
味
」
が
な
く
、「
誇
大
妄
想
狂
」
者
の
発
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言
で
あ
る
、
と
批
判
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
祖
師
信
仰
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
一
九
六
九
年
に
角
川
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
仏
教
の
思
想
⑫
』（
現
在
、
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
で
は
、
梅
原
猛
氏
と
紀
野
一
義
氏

が
「
人
間
神
化
の
時
代
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
梅
原
　
私
は
こ
の
前
、
身
延
に
行
っ
て
、
御
開
帳
を
見
て
き
た
の
で
す
が
、
大
き
な
日
蓮
の
像
が
ワ
ー
ッ
と
出
て
く
る
。
こ
れ
を
見

た
と
き
に
、
や
っ
ぱ
り
人
間
神
化
の
時
代
が
鎌
倉
時
代
だ
。
つ
ま
り
そ
れ
ま
で
仏
さ
ま
と
い
う
人
間
以
外
の
も
の
を
拝
ん
で
い
た
の
に
、

人
間
を
拝
む
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
人
間
が
神
に
な
っ
た
時
代
だ
と
思
っ
た
の
で
す
。
親
鸞
で
も
道
元
で
も
そ
う
い
う
傾
向
が
あ

っ
て
、
浄
土
真
宗
で
は
祖
師
堂
の
ほ
う
が
阿
彌
陀
堂
の
前
に
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い
う
一
種
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
、
あ
の
御
開
帳
を

見
て
感
じ
た
の
で
す
け
ど
ね
。

　
紀
野

　（
略
）
や
っ
ぱ
り
仏
法
と
い
う
も
の
は
、
仏
対
人
間
の
問
題
で
あ
っ
て
、
人
間
対
人
間
の
問
題
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

祖
師
を
通
し
て
仏
を
見
る
と
い
う
な
ら
そ
れ
で
も
い
い
で
す
け
ど
ね
。
禅
宗
で
も
師
家
は
非
常
に
大
事
に
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
お
釈
迦

さ
ま
と
か
仏
を
ほ
っ
た
ら
か
し
て
、
お
師
家
さ
ま
第
一
と
い
う
の
で
は
、
こ
れ
は
仏
法
じ
ゃ
な
い
。
そ
う
い
う
点
は
鎌
倉
仏
教
は
た
し

か
に
危
険
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。

〔
生
命
（
い
の
ち
）
と
し
て
の
仏
陀
論
〕

　
次
に
創
価
学
会
の
「
生
命
論
」
に
着
目
し
ま
す
。

　『
折
伏
教
典
』（
昭
和
三
三
年
再
版
）
に
は
、
こ
の
生
命
論
は
「
大
白
蓮
華
」
第
一
号
（
昭
和
二
四
）
に
戸
田
会
長
が
掲
載
し
た
も
の
と

い
う
註
が
つ
け
ら
れ
、
出
て
き
ま
す
。
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　（
昭
和
十
八
年
の
夏
弾
圧
さ
れ
て
、
爾
来
二
カ
年
の
）
冷
い
拘
置
所
に
、
罪
な
く
と
ら
わ
れ
て
、
わ
び
し
い
そ
の
日
を
送
つ
て
い
る

う
ち
に
、
思
索
は
思
索
を
呼
ん
で
、
終
に
は
人
生
の
根
本
問
題
で
あ
り
、
し
か
も
難
解
き
わ
ま
る
問
題
た
る
「
生
命
の
本
質
」
に
、
つ

き
当
っ
た
の
で
あ
る
。「
生
命
と
は
何
か
」「
こ
の
世
だ
け
の
存
在
で
あ
る
の
か
」「
そ
れ
と
も
永
久
に
続
く
の
か
」
こ
れ
こ
そ
永
遠
の

謎
で
あ
り
、
し
か
も
、
古
来
の
聖
人
賢
人
と
称
せ
ら
れ
る
人
々
は
、
各
人
各
様
に
、
こ
の
問
題
の
解
決
を
説
い
て
き
た
。（
略
）

　
そ
こ
で
私
は
ひ
た
す
ら
に
、
法
華
経
と
日
蓮
大
聖
人
の
御
書
を
拝
読
し
た
。
そ
し
て
法
華
経
の
不
思
議
な
句
に
出
合
い
、
こ
れ
を
身

を
も
っ
て
読
み
切
り
た
い
と
念
願
し
て
、
大
聖
人
の
教
え
の
ま
ま
に
お
題
目
を
唱
え
ぬ
い
て
い
た
。
唱
題
の
数
が
二
百
万
遍
に
な
ん
な

ん
と
す
る
時
に
、
私
は
非
常
に
不
思
議
な
こ
と
に
つ
き
当
り
、
未
だ
か
つ
て
、
は
か
り
知
り
得
な
か
っ
た
境
地
が
眼
前
に
展
開
し
た
。

（
略
）
か
か
る
体
験
か
ら
私
は
今
、
法
華
経
の
生
命
観
に
立
っ
て
、
生
命
の
本
質
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
結
論
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
現
在
生
存
す
る
我
ら
は
死
と
い
う
条
件
に
よ
っ
て
大
宇
宙
の
生
命
へ
と
け
こ
み
、
空
の
状
態
に
お
い
て
業
を
感
じ
つ
つ

変
化
し
て
、
何
ら
か
の
機
縁
に
よ
っ
て
又
生
命
体
と
し
て
発
現
す
る
、
こ
の
よ
う
に
死
し
て
は
生
れ
生
れ
て
は
死
し
、
永
遠
に
連
続
す

る
の
が
生
命
の
本
質
で
あ
る
。

　『
折
伏
教
典
』〈
第
三
章

　
一
念
三
千
の
法
門
〉
で
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
す
。

　
日
常
生
活
や
あ
ら
ゆ
る
働
き
の
根
本
と
な
る
も
の
が
我
々
の
生
命
で
あ
る
が
、
仏
教
で
は
こ
の
生
命
の
実
相
│
本
質
を
一
念
三
千

で
説
き
明
し
て
い
る
。（
略
）
一
瞬
の
生
命
に
こ
の
三
千
を
具
し
て
い
る
と
説
く
の
が
一
念
三
千
で
あ
る
。
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我
々
の
生
命
は
永
遠
で
あ
っ
て
滅
び
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
は
釈
迦
の
覚
り
で
あ
り
生
命
の
実
相
で
あ
る
。
我
々
が
信
心
し
折
伏

を
す
る
の
は
こ
の
永
遠
の
生
命
を
我
が
身
に
認
識
し
ゆ
る
が
ぬ
幸
福
感
を
証
得
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
こ
の
生
命
を
確
立
し
て
強

い
生
命
力
の
働
き
を
生
活
に
実
践
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
顕
現
す
る
こ
と
の
で
き
る
状
態
を
仏
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
日
蓮
大
聖
人
は
末
法
の
一
切
衆
生
の
た
め
に
、
こ
の
一
念
三
千
の
御
当
体
と
し
て
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
大
御
本
尊
を
御
建
立
遊
ば

さ
れ
た
。
我
々
一
切
衆
生
は
大
御
本
尊
を
信
じ
て
お
題
目
を
唱
え
修
行
を
励
む
な
ら
ば
即
身
成
仏
す
る
、
こ
れ
を
事
行
の
一
念
三
千
と

い
う
。

　〈
第
十
章
　
日
蓮
正
宗
の
本
尊
〉
に
は
、

　
妙
法
蓮
華
経
は
宇
宙
一
切
の
森
羅
万
象
を
包
含
す
る
一
大
活
動
で
あ
り
、
一
生
の
最
高
法
則
で
あ
る
。
し
か
も
御
本
仏
日
蓮
大
聖
人

の
御
生
命
の
み
ち
み
ち
た
大
御
本
尊
を
対
境
絶マ
マ

と
す
る
生
活
は
、（
略
）
利
益
も
大
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
そ
む
く
厳
罰
も
明
ら
か
で
あ

り
、
背
け
ば
大
阿
鼻
地
獄
へ
堕
す
る
者
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
一
九
七
〇
年
現
代
宗
教
研
究
所
発
行
の
『
所
報
』
第
四
号
の
対
談
で
は
、
こ
の
生
命
論
に
つ
い
て
、
佐
木
秋
夫
氏
が
創
価
学

会
の
生
命
論
を

　
宇
宙
の
大
生
命
の
そ
の
も
の
の
当
体
で
あ
る
と
こ
ろ
の
大
御
本
尊
さ
ま
を
拝
め
ば
、
そ
う
い
っ
た
宿
命
が
転
換
さ
れ
る
と
い
う
の
で

す
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と
ま
と
め
、
そ
れ
を
承
け
て
、
生
命
論
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
る
。
そ
の
部
分
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

〔
茂
田
井
〕　（
略
）
き
わ
め
て
形
而
上
の
生
命
論
な
ら
ば
、
こ
れ
は
一
念
三
千
色
心
因
果
と
い
っ
た
よ
う
な
、
そ
う
い
う
も
の
と
つ
な

が
り
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
だ
か
ら
学
会
で
い
う
も
の
必
ず
し
も
そ
う
で
な
い
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
私
共
の
立
場
で
は
生
命

論
と
い
う
も
の
は
な
い
で
す
ね
。

〔
丸
山
〕　
た
だ
法
華
経
主
義
と
い
い
ま
す
か
日
蓮
を
媒
介
と
し
な
い
法
華
経
主
義
思
想
の
中
に
は
生
命
論
的
な
も
の
が
若
干
、
例
え
ば

紀
野
さ
ん
あ
た
り
に
は
見
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
法
華
経
理
解
と
い
い
ま
す
か
、
そ
れ
か
ら
宮
沢
賢
治
あ
た
り
の
も
の
の
中
に
、

そ
う
い
う
傾
向
の
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
僕
は
別
に
こ
こ
に
あ
る
と
指
摘
は
出
来
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
。

〔
茂
田
井
〕　
そ
う
で
す
ね
、
日
蓮
を
媒
介
と
し
な
い
で
い
き
な
り
法
華
経
へ
行
け
ば
あ
る
い
は
出
て
来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

〔
佐
木
〕　
紀
野
さ
ん
は
創
価
学
会
が
盛
ん
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を
い
い
だ
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
前
か
ら
で
す

か
。

〔
丸
山
〕　
さ
あ
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
け
れ
ど
、
や
や
、
そ
こ
を
お
も
ね
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
の
で
す

か
。

〔
木
村
〕　
法
華
経
の
解
釈
の
上
で
島
地
先
生
だ
と
か
、
天
台
の
方
で
の
法
華
経
の
一
般
的
な
口
あ
た
り
の
い
い
と
い
う
か
、
通
俗
的
な

も
の
を
お
書
き
に
な
る
そ
う
い
う
も
の
は
な
る
程
、
そ
う
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
私
が
よ
ん
だ
の
で
は
境

野
黄
洋
氏
の
も
の
の
中
に
は
あ
り
ま
す
ね
。

〔
佐
木
〕　
私
は
ね
、
正
当
的
な
仏
教
の
方
で
は
、
た
し
か
に
こ
れ
は
一
つ
の
譬
喩
で
使
い
や
す
い
も
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
使
い
や
す

い
も
の
を
あ
え
て
使
わ
な
い
と
い
う
理
由
が
あ
っ
た
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
。（
略
）
こ
れ
は
イ
ン
ド
の
バ
ラ
モ
ン
思
想
の

部
類
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
大
我
と
い
う
考
え
方
、
マ
ヂ
カ
ル
な
宇
宙
に
び
ま
ん
す
る
何
か
が
あ
っ
て
で
す
ね
。
こ
う
い
っ
た
点
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だ
と
う
っ
か
り
生
命
と
い
う
言
葉
を
つ
か
う
と
下
（
外
）
道
主
義
に
お
ち
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
仏
教
の
正
統
派
は
考
え
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
を
あ
え
て
戸
田
さ
ん
あ
た
り
は
使
い
出
し
た
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
事
な
の
で
す
が
ど
う
で
す
か
。

〔
茂
田
井
〕　
だ
と
思
い
ま
す
な
。（
略
）

茂
田
井
教
亨
（
一
九
〇
四
│
二
〇
〇
〇
）

丸
山
照
雄
（
一
九
三
二
│
二
〇
一
一
）　

佐
木
秋
夫
（
一
九
〇
六
│
一
九
八
八
）　

木
村
勝
行
（
一
九
三
七
│

　
）　
　
　
　

　
生
命
論
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
も
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。

　『
所
報
』
四
号
の
〈
対
談
〉
で
ふ
れ
ら
れ
た
紀
野
一
義
氏
（
一
九
二
二
│
二
〇
一
三
）
の
生
命
論
│
い
の
ち
│
に
触
れ
ま
す
。

　
私
自
身
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
、
七
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
、
紀
野
氏
の
著
作
を
読
み
、
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
、

紀
野
氏
は
池
上
本
門
寺
や
こ
の
宗
務
院
旧
庁
舎
講
堂
で
定
期
的
に
講
演
し
、『
法
華
経
の
風
光
』
全
五
巻
（
水
書
房

　
一
九
七
六
）
等
と

し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　『
い
の
ち
│
永
遠
な
る
も
の
を
求
め
て
│
』（
読
売
新
聞
社

　
一
九
七
〇
）
で
、
氏
は
「
い
の
ち
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま

す
。　「

い
の
ち
」、
こ
の
ふ
か
く
大
き
な
も
の
は
、
実
は
、
こ
と
ば
な
ど
で
は
説
明
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
仏
教
の
昔
か
ら
の
い
い

な
ら
わ
し
に
し
た
が
っ
て
、「
い
の
ち
」
ま
た
は
「
こ
こ
ろ
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
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こ
の
大
き
な
根
源
的
な
力
は
、
ま
た
、「
仏
心
」
と
も
、「
根
源
的
な
い
の
ち
」
と
も
、「
仏
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
法
華
経
に

「
久
遠
実
成
の
仏
」（
永
遠
の
昔
か
ら
実
存
し
つ
づ
け
て
い
る
仏
）
と
い
う
の
も
こ
れ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
「
い
の
ち
」
に
よ
っ

て
、
こ
の
世
に
生
を
享
け
、「
仏
性
」
を
そ
な
え
た
の
で
あ
る
。

　『
法
華
経
の
風
光

　
第
四
巻

　
い
の
ち
限
り
な
く
』（
一
九
七
七
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
弁
栄
尊
者
の
使
っ
た
「
一
大
心
霊
」
と
い
う
語
で
も
、
何
か
霊
魂
の
よ
う
な
も
の
を
連
想
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。「
一
大
心

霊
」「
一
大
観
念
」
と
い
う
も
の
は
、「
永
遠
の
生
命
」「
法
身
の
仏
」「
久
遠
実
成
の
仏
」「
大
い
な
る
い
の
ち
と
し
て
の
仏
」
を
意
味

す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
働
き
か
ら
い
え
ば
「
妙
法
」
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
仏
が
常
に
此
に
在
っ
て
法
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
実
に
こ
の
土
こ
そ
は
浄
土
で
あ
る
。（
略
）
日
蓮
聖
人
の
（
念
仏
批
判

の
）
基
本
原
則
の
根
拠
に
な
っ
た
の
が
、
こ
の
「
如
来
寿
量
品
」
な
の
で
あ
っ
た
。

　『
仏
教
の
思
想
⑫

　
永
遠
の
い
の
ち
〈
日
蓮
〉』（
紀
野
一
義
・
梅
原
猛

　
角
川
書
店

　
一
九
六
九
）
で
は
、
唱
題
成
仏
を
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。

　「
仏
」
と
は
「
永
遠
な
る
も
の
そ
の
も
の
」
で
あ
る
。
わ
た
し
の
中
に
永
遠
な
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
。
わ
た
し
と
永
遠
な
る
も
の

と
が
ひ
と
つ
に
な
る
。
わ
た
し
が
、
わ
た
し
で
あ
り
な
が
ら
、
永
遠
な
る
も
の
そ
の
も
の
に
な
る
。
そ
れ
を
「
成
仏
」
と
い
う
の
で
あ

る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
の
中
に
、
私
は
「
聖
教
新
聞
」（
一
九
六
九
・
一
〇
・
一
六
）〈
羅
針
盤
〉
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
は
さ
ん
で
い
た
。

▼
最
近
『
仏
教
の
思
想
』
⑫
│
永
遠
の
い
の
ち
〈
日
蓮
〉
と
い
う
本
が
出
版
さ
れ
た
。（
略
）

▼
著
者
の
一
人
、
紀
野
一
義
な
る
学
者
は
、
法
然
に
も
、
親
鸞
に
も
、
禅
に
も
、
念
仏
に
も
ひ
か
れ
る
と
い
う
よ
ろ
ず
屋
。
そ
れ
で
日

蓮
大
聖
人
の
一
生
を
描
こ
う
と
い
う
の
だ
か
ら
お
笑
い
だ
。（
略
）

▼
そ
れ
に
し
て
も
、
仏
法
に
対
す
る
無
知
ぶ
り
は
気
の
毒
な
ほ
ど
は
な
は
だ
し
い
。
竜
の
口
に
お
け
る
発
迹
顕
本
や
示
同
凡
夫
と
し
て

の
お
振
る
舞
い
を
「
心
理
的
転
換
」
だ
と
か
「
矛
盾
」
だ
と
か
い
う
に
い
た
っ
て
は
よ
ほ
ど
粗
雑
な
頭
の
持
ち
主
と
し
か
い
い
よ
う
が

な
い
。（
略
）

　
こ
の
よ
う
に
、
創
価
学
会
は
、
紀
野
氏
を
「
よ
ろ
ず
屋
」
と
し
て
批
判
し
て
い
た
。

　
さ
て
、
こ
の
「
い
の
ち
」
│
生
命
論
│
は
、
現
在
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　『
無
葬
社
会
』（
鵜
飼
秀
徳

　
日
経
Ｂ
Ｐ
社

　
二
〇
一
六
）
の
中
で
、
佐
々
木
閑
氏
（
花
園
大
学
教
授
）
は
日
本
仏
教
の
〈「
こ
こ
ろ
教
」

化
〉
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
ま
す
。

　「
こ
こ
ろ
教
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
は
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
心
」
と
「
命
」
で
す
。
動
詞
で
は
「
生
き
る
」

で
す
。
こ
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
ど
の
宗
教
も
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
語
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
あ
る
仏
教
教
団

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
今
、
い
の
ち
が
あ
な
た
を
生
き
て
い
る
」
で
す
。
一
体
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
る
人
が
ど
れ
ほ
ど

い
ま
す
か
。（
略
）
つ
ま
り
、
各
宗
派
が
持
っ
て
い
る
個
別
性
は
も
う
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
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　『
一
〇
〇
分
de
名
著
　
ガ
ン
デ
ィ
ー
「
獄
中
か
ら
の
手
紙
」』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
　
二
〇
一
七
）
で
は
、
中
島
岳
志
氏
（
東
京
工
業
大
学
教

授
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
す
。

　
第
一
回
で
お
話
し
し
た
「
バ
ラ
バ
ラ
で
い
っ
し
ょ
」
を
掲
げ
て
い
た
東
本
願
寺
に
は
、
そ
の
後
こ
ん
な
言
葉
も
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。「
い
ま
、
い
の
ち
が
あ
な
た
を
生
き
て
い
る
」。
自
分
が
自
分
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
命
が
あ
な
た
と
い
う
「
器
」
で
生
き

て
い
る
│
。
こ
れ
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
が
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
構
造
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　『
教
え
て
、
お
坊
さ
ん
！
「
さ
と
り
」
っ
て
な
ん
で
す
か
』（
小
出
遥
子

　
角
川
書
店

　
二
〇
一
六
）
の
中
で
、
大
峯
顯
氏
（
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
専
立
寺
前
住
職
・
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

大
峯
　
は
い
。
た
だ
、
私
と
し
て
は
、「
ほ
ん
と
う
の
い
の
ち
」
に
出
会
っ
た
瞬
間
を
、
ま
あ
、
あ
え
て
言
う
の
な
ら
、「
さ
と
り
」
と

い
う
こ
と
ば
で
も
表
現
で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
な
、
と
考
え
て
い
る
の
で
す
が
。（
略
）

小
出

　「
さ
と
り
」
は
、
特
別
な
境
地
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
た
だ
、「
ほ
ん
と
う
の
こ
と
ば
」、
つ
ま
り
「
ほ
ん
と
う
の
い
の
ち
」
に

従
っ
て
生
き
る
こ
と
な
ん
だ
、
と
。

　
敗
戦
後
、
昭
和
三
〇
年
代
の
創
価
学
会
の
「
大
生
命
」、
昭
和
四
〇
年
代
の
紀
野
氏
の
「
い
の
ち
」、
そ
し
て
現
代
の
例
え
ば
テ
ィ
ク
・

ナ
ト
・
ハ
ン
師
の
「
い
の
ち
」
は
、
時
代
背
景
が
違
い
ま
す
。

　
日
蓮
宗
は
「
い
の
ち
に
合
掌
」
と
言
い
ま
す
。「
生
命
（
い
の
ち
）
と
し
て
の
仏
陀
論
」
は
考
え
た
い
問
題
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
、〔
人
間
釈
尊
・
人
間
日
蓮
〕、〔
釈
迦
脱
仏
・
日
蓮
本
仏
論
〕、〔
生
命
（
い
の
ち
）
と
し
て
の
仏
陀
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論
〕
に
つ
い
て
、
諸
先
生
に
は
、
各
々
の
お
立
場
か
ら
、
ご
発
表
を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

〔
法
華
経
の
め
ざ
す
も
の
〕

　
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
一
一
月
、
創
価
学
会
は
会
則
中
、
教
義
条
項
を
改
正
し
ま
し
た
（「
聖
教
新
聞
」
二
〇
一
四
年
一
一
月
八

日
）。
平
成
三
年
、
日
蓮
正
宗
が
同
会
を
破
門
し
て
二
三
年
後
の
こ
と
。
次
の
よ
う
に
改
正
し
た
部
分
を
説
明
す
る
（
同
紙
）。

　
会
則
の
教
義
条
項
に
い
う
「
御
本
尊
」
と
は
創
価
学
会
が
受
持
の
対
象
と
し
て
認
定
し
た
御
本
尊
で
あ
り
、
大
謗
法
の
地
に
あ
る
弘

安
二
年
の
御
本
尊
は
受
持
の
対
象
に
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
教
義
条
項
改
正
を
う
け
て
、『
創
価
学
会
を
語
る
』（
佐
藤
優
・
松
岡
幹
夫

　
第
三
文
明
社

　
二
〇
一
五
）
で
は
、
次
の
よ
う
な
発

言
が
あ
り
ま
す
。

佐
藤

　
私
は
、
あ
の
解
説
を
読
ん
で
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
日
寛
（
大
石
寺
二
十
六
世
法
主
）
教
学
の
見
直
し
を
宣
言
し
た
く
だ
り
は
、

要
す
る
に
「
も
う
宗
門
と
学
会
は
基
盤
が
違
い
ま
す
よ
。
こ
れ
か
ら
は
無
関
係
の
関
係
に
な
り
ま
す
よ
」
と
い
う
宣
言
だ
と
思
う
ん
で

す
。

松
岡

　
こ
れ
ま
で
日
寛
教
学
が
、
宗
門
と
学
会
の
議
論
の
共
通
の
土
台
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
日
寛
教
学
の
な
か
の
時
代

的
制
約
が
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
再
検
討
し
、
普
遍
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
く
…
…
解
説
で
は
そ
う
い
う
宣

言
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。（
略
）
宗
門
は
ま
さ
に
、
時
代
的
制
約
が
あ
る
部
分
に
固
執
し
続
け
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
現

代
の
人
々
を
救
え
な
い
宗
教
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
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さ
て
、
五
〇
年
前
に
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
高
木
幹
太
氏
は
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
ま
し
た
。

　
日
蓮
が
自
己
を
そ
の
仏
で
あ
る
と
云
っ
た
と
い
う
（
略
）「
日
蓮
本
仏
論
」
を
と
な
え
る
こ
と
に
は
宗
教
的
・
実
存
的
な
領
域
で
人

を
納
得
さ
せ
る
に
足
る
普
遍
性
は
無
い
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。

　
現
在
の
創
価
学
会
は
「
日
蓮
仏
法
が
世
界
中
に
広
ま
っ
た
今
」（『
創
価
学
会
を
語
る
』）、「
教
義
解
釈
の
見
直
し
」（
同
）
を
通
し
て
、

高
木
氏
の
言
う
「
人
を
納
得
さ
せ
る
に
足
る
普
遍
性
」
の
問
題
に
着
目
し
て
い
ま
す
。

　
教
義
の
普
遍
性
を
め
ぐ
っ
て
は
、
私
た
ち
も
、
法
華
経
は
何
を
め
ざ
し
た
の
か
、
そ
れ
を
こ
の
時
代
に
お
い
て
再
び
考
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
、
ま
こ
と
に
恐
縮
で
す
が
、
二
〇
世
紀
半
ば
に
、
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
中
心
に

開
教
布
教
を
さ
れ
た
釈
日
法
上
人
（
一
九
一
〇
│
一
九
九
一
）
か
ら
、
一
九
六
八
年
、
私
が
い
た
だ
い
た
、
創
価
学
会
の
活
動
を
背
景
に
、

そ
こ
に
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
た
わ
が
国
の
宗
派
仏
教
の
在
り
方
を
批
判
し
た
書
簡
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
諸
先
生
か
ら

ご
感
想
を
い
た
だ
き
、
今
日
、
法
華
経
を
い
か
に
伝
え
て
い
く
べ
き
か
、
ご
討
議
し
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　
冒
頭
で
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
二
〇
一
〇
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
近
い
ヘ
イ
ワ
ー
ド
の
国
際
開
教
布
教
セ
ン
タ
ー
（
当
時
）
で
開

所
二
十
周
年
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
式
衆
入
堂
の
と
き
、
打
ち
鳴
ら
さ
れ
た
う
ち
わ
太
鼓
は
釈
日
法
上
人
の
も
の
で
、
そ
れ
を

見
て
、
私
は
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
テ
ー
マ
に
「
対
論
の
教
化
学
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
対
論
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、『
開
目
抄
』
に
、

　
　
後
漢
已
後
に
釈
教
わ
た
り
て
対
論
の
後
、
釈
教
や
う
や
く
流
布
す
る
（
定
遺
五
四
〇
頁
）
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と
あ
り
ま
す
。

　
七
二
年
前
の
昭
和
二
〇
年
の
敗
戦
、
そ
し
て
米
軍
に
よ
る
占
領
。
昭
和
三
〇
年
代
に
入
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
兵
に
よ
っ
て
、
こ
の
東
京

の
近
郊
で
も
た
わ
む
れ
に
日
本
人
が
射
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
さ
え
日
常
的
に
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
か
ら
振
り
返
り
ま
す

と
、
国
内
に
は
奔
放
な
自
由
の
空
気
が
横
溢
し
、
そ
の
中
で
は
東
西
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
思
想
・
宗
教
が
交
錯
し
て
い
た
の
で
す
。
こ

れ
を
「
対
論
」
と
捉
え
れ
ば
、
戦
後
の
日
蓮
宗
は
様
々
な
対
論
に
よ
っ
て
豊
か
な
歴
史
的
経
験
を
し
た
と
評
し
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

対
論
の
中
で
生
ま
れ
た
も
の
が
、
本
日
五
〇
回
を
迎
え
た
中
央
教
化
研
究
会
議
で
す
。

　
本
日
は
、
そ
の
い
く
つ
か
を
諸
先
生
に
よ
っ
て
論
じ
、
討
議
し
て
い
た
だ
き
、
私
ど
も
は
そ
の
成
果
を
現
在
に
生
か
し
、
さ
ら
に
未
来

に
伝
え
た
い
も
の
と
、
私
は
念
願
し
、
基
調
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

（
引
用
資
料
中
の
傍
線
は
基
調
報
告
の
中
で
読
み
上
げ
た
こ
と
を
示
す
）

〔
資
料
〕

釈
日
法
上
人
（
一
九
一
〇
〜
一
九
九
一
）
書
簡

冠
省

　
真
自
目
な
お
信
書
有
難
く
拝
讀
致
し
ま
し
た
。
功
利
主
義
の
風
潮
が
世
界
中
を
浸
蝕
し
て
、
幸
福
を
物
質
の
中
に
の
み
求
め
る
時

に
貴
君
の
様
な
真
自
目
に
物
を
考
え
る
方
が
、
母
校
の
然
も
宗
学
科
の
中
に
居
ら
れ
る
事
は
心
強
い
限
り
で
す
。
然
も
宗
学
と
言
ふ
限
ら

れ
た
世
界
に
在
り
乍
ら
眼
を
海
外
ま
で
向
け
ら
れ
て
、
我
々
邊
境
に
在
る
者
の
上
に
ま
で
激
励
の
言
葉
を
下
さ
る
事
は
全
く
考
へ
て
も
居

な
か
っ
た
事
で
す
。
宗
学
者
と
し
て
最
も
闕け
つ

如じ
ょ

し
て
居
る
時
代
感
覚
が
若
い
宗
学
生
の
中
に
躍
如
と
し
て
居
る
事
を
知
っ
て
甚
だ
愉
快
で

す
。
我
々
の
様
に
常
に
異
民
族
の
中
に
在
っ
て
、
國
際
的
視
野
に
立
っ
て
正
法
を
普
及
す
る
者
は
、
常
に
自
分
の
反
省
を
強
い
ら
れ
ま
す

の
で
、
宗
学
と
言
ふ
も
の
の
歴
史
的
・
地
域
的
の
價
値
感
と
言
ふ
様
な
も
の
を
特
に
持
っ
て
い
ま
す
。
例
へ
ば
マ
グ
ロ
の
刺
身
は
日
本
人
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に
は
御
馳
走
で
あ
っ
て
も
一
般
の
西
洋
人
に
は
食
慾
の
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。
日
蓮
宗
学
も
現
在
の
ま
ま
で
西
洋
諸
国
に

弘
ま
る
と
考
へ
る
の
は
余
り
に
虫
が
よ
す
ぎ
ま
す
。

　
歴
史
的
に
見
て
も
、
現
在
の
日
本
の
宗
派
佛
教
は
、
印
度
に
も
支
那
に
も
な
く
日
本
獨
特
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
お
分
り
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
日
本
人
の
島
國
根
性
と
宗
派
と
は
何
か
深
い
関
係
が
あ
る
よ
う
で
す
。
問
題
は
理
屈
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理
屈
や

教
義
は
何
と
で
も
こ
ぢ
付
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
真
言
宗
で
も
、
浄
土
宗
、
眞
宗
、
禪
宗
で
も
、
宗
是
・
宗
綱
は
後
人
が
組
み
立
て
た
物

で
、
特
に
日
本
人
は
そ
の
別
頭
な
る
組
み
立
て
が
上
手
で
す
。
こ
れ
は
茶
の
湯
で
も
活
花
で
も
皆
同
様
で
す
が
、
一
度
誰
か
が
最
も
ら
し

く
理
屈
を
つ
け
た
り
形
式
を
作
る
と
、
宗
家
と
言
い
、
家
元
と
言
い
、
特
別
有
難
い
物
の
様
に
思
い
、
門
人
が
續
い
て
ゆ
く
、
そ
し
て
宗

派
・
流
派
を
作
っ
て
勢
力
を
争
ふ
。
宗
教
の
分
野
で
も
宗
派
は
こ
う
し
て
生
れ
た
の
で
す
。
支
那
の
黄
檗
が
弟
子
の
臨
済
に
向
っ
て
、

「
師
と
同
じ
う
す
る
は
師
を
辱
め
る
者
な
り
」
と
言
っ
た
と
か
、
先
生
の
後
塵
を
拝
し
て
居
る
よ
う
で
は
、
ま
だ
自
在
神
力
は
得
ら
れ
ま

せ
ぬ
。
御
承
知
の
様
に
日
本
の
宗
派
佛
教
は
、
支
那
よ
り
日
本
に
及
ぼ
し
た
教
相
判
釈
の
上
に
立
っ
て
居
ま
す
が
、
こ
の
判
釈
と
言
ふ
演え
ん

繹え
き

思
想
が
、
佛
教
を
分
断
し
た
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
兎
に
角
、
ア
メ
リ
カ
と
言
ふ
新
世
界
で
は
佛
教
は
再
び
統
一
的
傾
向
を
辿
る
こ

と
は
確
か
で
す
。
坐
禪
の
組
み
方
も
知
ら
な
い
佛
教
僧
侶
で
も
困
る
し
、
縁
起
思
想
を
知
ら
な
い
僧
侶
で
も
困
り
ま
す
。
増
し
て
、
般
若

の
空
思
想
を
知
ら
な
い
で
は
話
に
な
り
ま
せ
ん
。
法
華
一
乗
思
想
は
西
洋
の
二
元
論
に
対
す
る
回
答
で
あ
り
、
般
若
思
想
は
実
在
論
の
否

定
で
あ
り
、
縁
起
の
諸
論
は
自
己
中
心
主
義
を
破
壊
す
る
に
効
能
が
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
西
洋
に
は
三
悪
思
想
と
言
ふ
も
の
が
あ
っ
て
精

神
文
明
で
は
遙
か
に
東
洋
に
遅
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
三
悪
と
言
ふ
の
は

　（
一
）　
自
己
中
心
主
義
　
　Egoism

　（
二
）　
実
在
論
的
世
界
観

　
　Realism

　（
三
）　
二
元
論
的
世
界
観

　
　D

ualism

　
こ
れ
に
対
し
て
佛
教
で
は
、
無
我
思
想
と
、
実
相
論
と
、
一
乗
思
想
を
以
て
教
導
し
て
行
く
訳
で
す
。
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最
後
に
自
己
紹
介
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
最
早
や
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
日
蓮
宗
教
會
に
は
居
り
ま
せ
ん
、
と
申
す
よ
り
、
最
早
や
日
系
人
の

社
会
か
ら
完
全
に
離
脱
し
て
、
白
人
布
教
に
専
念
し
て
居
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
将
来
も
づ
つ
と
…
…
。

　
現
在
、
サ
ン
ノ
ゼ
市
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
に
於
て
、
白
人
相
手
の
佛
教
講
習
会
を
開
催
し
て
居
ま
す
。
各
地
に
同
時
に
開
催
す
る
心

算
で
す
が
ま
だ
始
め
た
許
り
で
す
。
現
在
、
三
十
人
程
熱
心
に
聴
講
し
て
居
ま
す
。
毎
週
一
回
二
時
間
、
十
週
間
で
終
り
ま
す
。
特
に
禪

に
対
す
る
要
望
が
多
い
の
で
時
間
を
費
し
ま
す
。

第
一
講
　
佛
教
の
歴
史
と
五
時
八
教

第
二
講

　
存
在
と
は
何
か
（
有
と
無
、
実
在
論
と
実
相
論
）

第
三
講
　
般
若
の
智
慧
（
空
の
哲
学
、
二
元
論
の
否
定
、
理
論
と
直
感
）

第
四
講

　
禪
と
公
案
（
禪
宗
の
歴
史
、
曹
洞
禪
と
臨
済
禪
、
修
証
一
如
）

第
五
講

　
禪
と
公
案
（
無
明
の
破
壊
、
眞
智
と
観
照
、
公
案
と
は
）

第
六
講

　
禪
と
公
案
（
坐
禪
の
実
習
、
喝
と
棒
）

第
七
講

　
大
乗
思
想
と
一
乗
思
想
（
眞
言
宗
、
浄
土
宗
、
眞
宗
、
日
蓮
宗
の
概
説
）

第
八
講

　
一
乗
思
想
の
世
界
観
（
一
即
多
、
多
即
一
、
一
佛
國
土
と
開
顕
思
想
）

第
九
講

　
一
乗
思
想
と
人
間
生
活
（
諸
法
実
相
と
一
念
三
千
、
唱
題
成
佛
）

第
十
講

　
質
疑
應
答

　
立
正
の
先
生
で
は
坂
本
幸
男
先
生
が
一
番
親
近
感
が
あ
り
ま
す
。
執
行
先
生
も
学
生
の
頃
お
目
に
懸
り
ま
し
た
が
、
先
方
で
は
御
存
知

な
い
と
思
い
ま
す
。
戸
田
先
生
、
鈴
木
先
生
な
ど
疎
遠
し
て
居
ま
す
の
で
、
思
い
出
し
て
頂
け
な
い
で
せ
う
。
最
近
、
勝
呂
信
静
先
生
の

本
を
讀
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
視
野
が
廣
く
宗
門
人
と
し
て
は
将
来
あ
る
先
生
と
思
い
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
、
外
界
の
軽
薄
な
悪
思
想
に
捕
は
れ
ず
然
も
廣
い
見
地
に
立
っ
て
宗
学
を
発
展
さ
せ
て
下
さ
い
。
寛
容
と
叡
智
と
を
以
て
如
何
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な
る
邪
見
に
対
し
て
も
、
太
陽
が
霜
を
解
か
す
や
う
に
行
き
度
い
も
の
で
す
。
戦
斗
的
な
正
義
な
ど
一
時
代
の
産
物
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
一

地
方
色
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
善
い
こ
と
で
も
、
そ
れ
に
執
は
れ
る
と
最
早
や
善
い
と
言
は
れ
な
く
な
り
ま
す
。
宗
学
者
の
欠
点
は
宗
学
に
執

は
れ
る
こ
と
で
す
。
正
邪
二
元
の
立
場
か
ら
超
出
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
一
乗
は
相
対
の
一
乗
で
絶
体
の
一
乗
で
な
い
の
で
す
。
人
間
の

見
た
一
乗
観
で
、
諸
佛
の
境
地
に
立
っ
た
一
乗
で
な
い
の
で
、
ど
こ
ま
で
も
批
較
と
判
釈
が
付
い
て
廻
り
ま
す
。
で
は
こ
の
位
で
、
御
健

闘
を
祈
り
ま
す
。

　
　
　
　
一
九
六
八
年
六
月
一
八
日

　
　
　
　
　
桒
港
に
て

　
　
　
　
釈
日
法

三
原
正
資
様

（
現
代
宗
教
研
究
別
冊
『「
ア
メ
リ
カ
仏
教
」
を
考
え
る
』
五
四
頁
）
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